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はじめに 

 
 つい最近まで、個人がインターネットを利用するには、必ずパソコンが必要

でした。そのため、ネットショッピングなどのサイトを訪問しようと思えば、

会社や自宅に戻るかインターネットカフェのような場所を利用するしか方法は

ありませんでした。 
 しかし、ノートパソコンが普及してくると公衆無線 LAN を設置するカフェ

や施設が増え、ノートパソコンを持ち込んでインターネットを利用できるよう

になりました。その後、携帯電話からもインターネットメールやホームページ

を表示できるようになり、通信料金も定額制が導入されて、通信費用を気にせ

ずにインターネットへアクセスができるようになりました。 
 そして現在では、アクセス端末も携帯電話からスマートフォンへと移行が進

み、パソコンと遜色ないインターネットサービスを、いつでもどこでも利用で

きるようになっています。 
 
 このように、インターネットへの接続と利用が特別なユーザーのものではな

くなると、それに合わせて新たなサービスも普及してきました。有名なものに

は、Twitter や Facebook といったソーシャルネットワーキングサービス(以降

SNS)やネットゲーム、GPS を利用した地図サービスなどがあります。これら

は、常時ネット接続されていることを前提としたサービスです。さらに、SNS
と位置情報などを組み合わせてクーポンを配信するなど、数多くの新しいサー

ビスが登場しています。 
 
 ところで、このようなインターネットサービスを、自分でも提供してみたい

と考えたことはないでしょうか。もちろん、ホームページやブログなどは、簡

単に作成できるツールや Web サイトが存在するので、専門知識がなくても作成

することは可能です。 
しかし、これまでにない Web サービスを実現したり、オリジナルの Web サ

イトを構築したりしようと思えば、サーバサイドスクリプトや Web アプリケー

ションの知識がどうしても不可欠になります。 
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 それでは、Web アプリケーションにおいて最も基本的な技術は何かといえば、

それはやはり「HTML」でしょう。Web の歴史は HTML から始まりました。

しかし、現在の Web ページは、HTML だけで構成されているわけではありま

せん。実際には、見た目を決める「スタイルシート(CSS)」や動きを与える

「JavaScript」など多くの技術の上に成り立っています。 
 
そこで、本書では、Web ページの基礎技術である HTML の最新バージョン

「HTML5」、CSS の最新バージョン「CSS3」、そして「JavaScript」について、

基礎から解説することにしました。 
 
※なお、本書では、サーバサイドスクリプトや Web アプリケーションの作成

そのもの、あるいはサーバの作成については扱っていません。 
 
 
 これら、最新の技術を理解する早道は、実際にコードをエディタで入力し、

ブラウザに表示してみることです。本書でも、説明の中で数多くのソースコー

ドが登場します。これらのコードを実際に入力して表示させながら説明を読む

ことで、より理解が深まることでしょう。 
 
 本書の直接の目標は、「HTML5 のソースコードを見て、記述されている内容

が理解できる」ことです。HTML5 が理解できるようになれば、最新の Web ペー

ジを応用して自前のページを作成することも夢ではなくなります。 
 

著 者 
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サポート 
本書に記載された項目に関する最新情報などを公開しています。 
 URL http://www.scc-kk.co.jp/scc-books/support/B-400/support.html 

 
 
標準学習時間 
 
     内容        学習時間 

（１時限＝90 分） 
第 1 章 Web ページの基本    ２時限 
第 2 章 表示       ３時限 
第 3 章 リストとテーブル   ３時限 
第 4 章 フォーム    ４時限 
第 5 章 ＣＳＳ３   ４時限 
第 6 章 JavaScript      ４時限 

             合計 ２０時限 
 
 ※上記は集合教育で使用する場合の目安です。 
 
HTML のソースコード 
本書ではソースコードがどこにあるかがひと目でわかるように、ソースコー

ドの背景に網掛けをしています。また、ソースコードで使用する文字で紛ら

わしいものに関しては、以下のように区別しやすい形にしてあります。 
 

表記意味 
1  数字の 1（イチ） 
l  英小文字の l （エル） 
I  英大文字の I （アイ） 
0  数字の 0（ゼロ） 
o  英小文字の o（オー） 
O  英大文字の O（オー）  
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Webページの基本

普段、何気なく利用しているWebサイトのサービス。
では、どんな仕組みでWebサイトが動いているのかご
存じでしょうか？
この章では、インターネットやWWWの仕組み、Web
ページの構造、HTMLの基本を学びます。
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1.1 Web サイトの仕組み 
インターネットには、検索サイトやショッピングサイトなど、数多くのサービスが存在し

ます。しかし、多くのユーザーがその仕組みまで理解はしていないでしょう。ここでは、Web

サイトの仕組みについて解説します。 

 

1.1.1 ワールド・ワイド・ウェブ 

現在、「インターネット」に関連する技術は生活に欠かせないものとなっています。この

インターネットを、大きく普及させる原動力となったのが「ワールド・ワイド・ウェブ」と

呼ばれる仕組みです。 

ワールド・ワイド・ウェブは、コンピュータ同士が通信網を利用してデータを送受信しま

す。この通信網に「インターネット」を利用することで、世界中のサーバと通信することが

可能になります。その様子が、まるで「蜘蛛の巣(Web)」のように見えることからWorld
ワー ルド

 Wide
ワ イ ド

 

W e b
ウエッブ

、通称「WWW」と呼ばれるようになりました。 

 

WWWでは、コンピュータ同士の通信手順に、「HTTP(HyperText
ハイパーテキスト

 Transfer
トランスファー

 Protocol
プ ロ ト コ ル

)」

と呼ばれる方式を採用しています。 

 HTTP通信は、コンピュータがネットワーク上の別のコンピュータに対して、データを要求

するところからが始まります。この要求を「リクエスト」と呼びます。すると、要求されたコ

インターネットとは、世界中に張り巡らされたコンピュータの通信網 
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ンピュータはデータを返信します。この返信を「レスポンス」と呼びます。 

また、送受信されるデータのことをWWWでは「Webページ」と呼び、Webページをリクエス

トするソフトを「ブラウザ」、Webページをレスポンスするソフトを「Webサーバ」と呼びま

す。 

 このように、HTTP通信は非常に単純な手順なのですが、Webページにはある巧妙な仕掛け

が施されています。それは、ドキュメントの中に別のドキュメントの場所「URL」を埋め込

むことができるのです。 

 URLとは「Uniform
ユ ニ フ ォ ー ム

 Resource
リ ソ ー ス

 Locator
ロ ケ ー タ

」の略で、インターネット上にあるWebサーバを特

定するための「アドレス(住所)」のようなものです。WWWではこのURLを使ってWebサーバを

特定し、Webページをリクエストします。 

 このようにドキュメントに埋め込まれたURLを「リンク」と呼び、リンクを埋め込むことが

できるドキュメントのことを「ハイパーテキスト」と呼んでいます。  

① リクエスト 

②レスポンス 

ブラウザ

Webサーバ

Webページ 

Webページ

 B 

Webページ A Webページ B Webページ C 

Webページ Bへのリンク 

 C 

Webページ Cへのリンク 
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ハイパーテキストに埋め込むことができるのは、別のWebページのURLだけではありません。

Webサーバ内の画像データなども文章の中に埋め込むことができます。また、文章の特定部

分が「見出し」であることや、「表」であること、「文の意味や役割」といった情報も文章

内に埋め込むことができます。 

 

もちろん、このような情報を文章に埋め込むには、コンピュータが理解できるように、ル

ールに則ってWebページが記述されていなければいけません。このルールのことを

「HyperText
ハイパーテキスト

 Markup
マークアップ

 Language
ラ ン ゲ ー ジ

」、通称「HTML」と呼んでいます。 

そしてパソコンのブラウザは、レスポンスとして送信されてきたWebページのHTMLを理解

して画面を合成します。この「HTMLを解釈してブラウザに画面を合成する作業」のことを「レ

ンダリング」と呼んでいます。 

 
 
 
 
 

  

One Point 

現在、パソコンで利用できるブラウザには、多くの種類があります。有名なものとし 

ては、「Internet
インターネット

 Explorer
エクスプローラ

」、「Safari
サ フ ァ リ

」、「Google
グ ー グ ル

 Chrome
ク ロ ー ム

」などがあります。これら主

要なブラウザは、パソコンだけでなくスマートフォン用のものもあり、複数のパソコン

やスマートフォン同士で、ブックマークなどのデータを共有できるものもあります。 

Webページ 

<?xml version="1.0" 
encoding="shift_jis"?> 
<!DOCTYPE html PUBLIC 
"-//W3C//DTD XHTML 1.0 
Transitional//EN" 
"http://www.w3.org/TR/xhtml1/
DTD/xhtml1-transitional.dtd"> 

HTMLをレンダリングした結果 HTMLで記述された文章 
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1.1.2 動的な Web ページ 

 HTTP 通信では、ブラウザが Web サーバにリクエストすると、リクエストされた Web サー

バは指定された Webページをブラウザに送信します。 

 つまり Webサーバ側には、予めリクエスト時に送信するための Webページが保存されてい

る必要があります。Webページは HTMLで記述するため、Webサーバには「HTMLファイル」

の形で保存されています。 

 このように HTMLファイルとして保存されている Webページのことを「静的な Webページ」

と呼びます。 

 これに対して、検索サイトやショッピングサイトなどでは、ブラウザから入力した検索キ

ーワードやユーザー名によって、レスポンスされてくる Webページは変化します。 

 このように、どのようなデータがブラウザから送信されてくるのか予測できないような場

合、予め Webページを作成して保存しておくことはできません。 

 そこで、ブラウザから Webサーバ側にリクエストが届いた時点で、リクエストに添付され

たデータを元に「プログラム」が Webページを作成する仕組みが考え出されました。 

 このような仕組みを「Common
コ モ ン

 Gateway
ゲートウエイ

 Interface
インターフェイス

」、通称「CGI」と呼んでいます。 

 CGIでは、リクエストがあると Webサーバと連携してプログラムが起動します。この Web

サーバ側で動作するプログラムを「サーバサイドプログラム」と呼びます。そしてリクエスト

に添付されたデータを使い、プログラムはその場で Webページを作成します。 

静的な Web ページ

②リクエスト(ページ A)

④レスポンス 

Webサーバ 

A

⑤ 受信した HTML 

① ブラウザがペ

ージ Aを要求 

B

A C 

③ Web サーバに保存されている HTML

ファイルの中から、ページ Aを見

つけて送信
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 CGI では、ブラウザから届いたデータを利用して自動的(能動的)に HTML データを作成す

るため、このような Webページを「動的な Web ページ」と呼んでいます。 

One Point 

 動的な Web ページを作成するためには、Web サーバ側で Web サーバと連動する CGI

プログラムが必要です。このような CGIプログラムを作成できるプログラミング言語に

は「Perl
パ ー ル

」「PHP」「Python
パ イ ソ ン

」「Ruby
ル ビ ー

」などがあります。 

 また、Web サーバと連動するプログラムを作成できるプログラミング言語のことを、

「サーバサイドスクリプト言語」と呼ぶ場合もあります。 

 近年、Webサイトは大規模化しており、複数台の Webサーバを束ねて同時運用するこ

とも珍しくありません。このような場合には、Oracle
オ ラ ク ル

社の「Java
ジ ャ バ

」やMicrosoft
マ イ ク ロ ソ フ ト

社の

「.NET(ドットネット)」といった、分散処理に対応した技術を用いる場合もあります。 

②リクエスト 

ユーザー名：中島省吾

⑥レスポンス 

③Web サーバ

動的な Webページ

①ブラウザで名前を入力

して送信ボタンをクリック 

いらっしゃい 

「中島省吾」さん 

④ CGI プログラム 

いらっしゃい 

「中島省吾」さん 

⑦受信した HTML ⑤ CGI により作成された HTML データ 
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1.1.3 Web アプリケーション 

 CGIのようなサーバサイドプログラムを利用すれば、ブラウザからの入力をきっかけにし

て様々なプログラムを走らせ、その処理結果をブラウザに返信することができます。つまり、

動的な Webページを使えばワードプロセッサや計算表ソフトといった「アプリケーション」

も作成できるということです。 

 このように、ブラウザ画面を出力先とするアプリケーションのことを「Webアプリケーシ

ョン」と呼びます。 

 また、サーバサイドプログラムは、他のサーバと連携することもできます。たとえば、検

索サイトやショッピングサイトなど大規模な Webアプリケーションでは、データベースサー

バと連携することで膨大なデータを処理しています。

 
  

②リクエスト

（入力データ）

⑥レスポンス

（HTML データ）

Webサーバ①ブラウザで入力

処理結果

⑦受信したHTMLデータをレンダリング ⑤プログラムが作成したHTMLデータ 

プログラム

データベースサーバ 

データベース   

  

③検索

④検索結果 

Web アプリケーション 

One Point 

 データベースサーバにも、多くの種類があります。Webアプリケーションで利用され

るデータベースサーバには、Oracle 社の Oracle、Microsoft 社の SQL Server、IBM

社の DB2、オープンソースの MySQL(マイエスキューエル)、PostgreSQL(ポストグレス

キューエル)などがあります。 
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確認問題 
 
■確認問題 1.1 (1) 

HTTP による通信で、ブラウザから Web サーバに対して Web ページを要求することを何と

呼びますか。次の中から番号で答えなさい。 

① ウェブ 

② リクエスト 

③ レスポンス 

④ プロトコル 

 

■確認問題 1.1 (2) 

Web サーバから送信されてきた HTML を解釈して画面を合成することを何と呼びますか。次

の中から番号で答えなさい。 

① ハイパーテキスト 

② リンク 

③ レンダリング 

④ URL 

 

■確認問題 1.1 (3) 

Web アプリケーションでは、ブラウザから入力されたデータを利用してサーバサイドプログ

ラムが HTML データを生成します。このような Web ページを何と呼びますか。次の中から

番号で答えなさい。 

① ワードプロセッサ 

② 表計算ソフト 

③ 静的 Webページ 

④ 動的 Webページ 
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1.2 Web ページの技術 
 Webページの基本は、Webサーバから送信されてきた Webページをブラウザがレンダリン

グして表示することですが、そのためには HTML以外にも様々な技術が使われます。 

 ここでは、Webページに関連する技術の中から HTML、CSS、JavaScript
ジ ャ バ ス ク リ プ ト

の概要を解説し

ます。 

 

1.2.1 HTML 

 WWWでは、ブラウザが Webサーバに Webページをリクエストすると、該当する HTMLファ

イルのデータがブラウザに返信されます。このような「静的な Webページ」の場合、Webサ

ーバがなくても HTMLファイルを直接ブラウザで開いて確認することができます。 

 たとえば、次のようなテキストファイルを用意したとします。 

 

注意：ブラウザに表示するファイルは、文字エンコーディングに注意してください。以下のファイルは、

Windows 上で表示するため、文字コードを CP932（Shift_JISを Microsoftが独自に拡張した文字コ

ード）で保存しています。 

 

ファイル名：sample121_1.html 

初めてのHTML 

ようこそ、HTML5の世界へ 

 

 ファイル拡張子を「.html」にしているのは、Windowsでは HTMLファイルとして関連付

けが行われ、ダブルクリックでブラウザにファイルを表示させることができるためです。 

 このファイルをブラウザで開くと、以下のようにファイルの内容を表示することができま

す。 

 
Internet Explorer 11で表示した例 
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 こうして、ファイル内のテキストをブラウザに表示することはできましたが、この

「sample121_1.html」は、拡張子こそ「html」ですが正式な HTMLファイルとしては不十

分です。 

 なぜなら、HTMLには「タイトルは<title>タグで括る」、「本文の始まりから終わりを

<body>タグで括る」といった多くのルールが決まっていて、そのルールに従って文章の役割

を明確にしなくてはならないからです。 

 では、HTMLのルールを当てはめた、HTMLファイルを作成しましょう。 

 

ファイル名：sample121_2.html 

<!DOCTYPE html> 
<html lang="ja"> 
  <head> 
        <meta charset="UTF-8"> 
        <title>初めてのHTML</title> 
    </head> 
    <body> 
        ようこそ、HTML5の世界へ 
    </body> 
</html> 

 

注意：ここでは、HTMLファイルの文字コードを「UTF-8」で保存しています。 

 

 このように、HTMLでは「<タグ名> ～ </タグ名>」で文章を囲い、文章に意味や役割を設

定します。たとえば<title> ～ </title>で囲まれた「初めての HTML」部分は、ページタ

イトルとしてブラウザが解釈します。そのため「sample121_2.html」を IE11で表示する

と、ウィンドウにではなく、タブにページタイトルとして表示されます。 

 

 
Internet Explorer 11で表示した例 

 

タブに表示されている 
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 また、タグ自体は文章に意味や役割を与えるものなので、ブラウザには表示されません。 

 このような「タグにはどんな種類があり、意味は何か」といったルール作りを「標準化」

と呼び、HTMLは「World
ワールド

 Wide
ワ イ ド

 Web
ウェブ

 Consortium
コ ン ソ ー シ ア ム

」、通称「W3C」と呼ばれる団体が HTMLの

標準化を進めています。 

本書執筆時点（注：2016年）における HTMLの最新バージョンは、W3Cが 2014年に「勧

告（バージョンが確定すること）」した HTML5です。 
 
 ちなみに、HTML5以前のバージョンは、1999年に勧告された HTML 4.01です。HTML5の

勧告まで、実に 15年もの歳月を要していますが、これには深い訳があります。 

本来、W3Cが考えていたシナリオでは、HTML4.01の次は、Extensible
エクステンシブル

 HyperText
ハイパーテキスト

 Markup
マークアップ

 

Language
ラ ン ゲ ー ジ

」通称「XHTML」へ移行する予定でした。 

ところが、XHTMLは Web開発者の賛同を得ることができず、しびれを切らしたブラウザメ

ーカーや開発者が、新たなコミュニティーを発足し「Web
ウェブ

 Applications
ア プ リ ケ ー シ ョ ン ズ

 1.0」や「Web
ウェブ

 Forms
フォームズ

 

2.0」といった新機能を提唱するようになりました。その結果、XHTMLの標準化作業は打ち

切られ、「Web Applications 1.0」「Web Forms 2.0」を吸収した形で「HTML5」の標準化

作業へ移行しました。 

 このような経緯があったため、HTML5の勧告には時間がかかってしまったのです。 
 
 このように紆余曲折あって誕生した HTML5 ですが、その最大の特徴は「CSS3」や

「JavaScript」といった「本来は HTMLとは別の技術」を、HTML5の仕様の中に含めてしま

った点にあります。 

 これにより、これまでブラウザ毎に仕様がバラバラだったり、「Flash
フラッシュ

」のようなブラウザ

とは別のプログラム（プラグイン）が必要だったりした以下の機能について、ブラウザ単体

で、かつ統一した仕様で処理が実行できるようになりました。 
 
 マルチメディア再生、グラフィックス処理 
 フォーム機能の強化 
 オフラインでの動作や、ローカルファイルへのアクセス 
 ドラッグアンドドロップの実現 
 同じページのまま Webサーバとの通信 
 バックグラウンドでの処理 
 Cookie

ク ッ キ ー

よりも大きなデータをブラウザ側に保持 
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参考 

 HTML のように Web で利用するファイルを作成するときは、Windows の「メモ帳」は

使用しない方がよいでしょう。 

 その理由は、メモ帳でファイルの文字コードを UTF-8で保存すると、ファイルの先頭にバ

イトオーダーマーク (byte order mark)、通称「BOM
ボ ム

」が、必ず追加されるためです。 

 そこで、HTMLファイルを保存するときは、文字コードに UTF-8(BOMなし)もしくは、

UTF-8Nが選択できるテキストエディタを使用してください。 

たとえば、筆者のお勧めのテキストエディタは、「ATOM」です。 

ATOMは、オープンソースのテキストエディタで、Windows 用、Mac OS用などがあり、

デフォルトの保存形式が「UTF-8(BOMなし)」なので、とても便利です。 

以下のサイトからダウンロードできます。是非、使ってみてください。 
 

https://atom.io/ 

 

 
 

  

One Point 

 「W3C」が行っている「HTMLの標準化」とは、HTMLに新たに追加するタグや機能を、

複数の人や企業が検討する作業を言います。そしてある程度決まった状態を「ドラフト」

と呼び、実際に試すことができるようになります。次に、ドラフトで発生した問題を修

正した「勧告」の状態になります。この「勧告」をもって、バージョンが確定します。 

ATOM
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参考 

 Windowsは、よく使う拡張子がデフォルトで非表示になっています。その場合「フォ

ルダーオプション」を使い、拡張子を表示するように変更しておきましょう。 

 Windows 10の「フォルダーオプション」を使う手順は、次のようになります。 

 エクスプローラーを起動して、[表示]タブのリボンにある[オプション]ボタンをクリ

ックし「フォルダーオプション」ダイアログを表示します。[表示]タブをクリックして、

「登録されている拡張子は表示しない」のチェックをクリックして外します。[適用]ボ

タンをクリックして適用後、[×]ボタンでダイアログを閉じます。 

 

 

 
  

「登録されている拡張子は表示しな

い」のチェックをクリックして外す。

13

第1章　Webページの基本

第
１
章

第
１
章



- 14 - 
 

1.2.2 カスケーディング・スタイル・シート 

 「Cascading
カスケーディング

 Style
スタイル

 Sheets
シ ー ト

」、通称「CSS」とは、Webページをどのように修飾(デザイ

ン)するかを指示する仕様です。 

 たとえば、文章の一部分のフォントサイズを 40ピクセルで表示したい場合、次の様に、

<style type="text/css"> ～ </style>タグで CSSを設定します。 

 

ファイル名：sample122_1.html 

<!DOCTYPE html> 
<html lang="ja"> 
  <head> 
    <meta charset="UTF-8"> 
    <title>初めてのHTML</title> 
    <style type="text/css"> 
      span{ font-size: 40px } 
    </style> 
  </head> 
  <body> 
    <p>ようこそ、<span>HTML5</span>の世界へ</p> 
  </body> 
</html> 
 
 上記の CSSを使うと、文章の特定の部分のフォントサイズを変更できます。 
 

 
 

Internet Explorer 11で表示した例 
 
 HTML4.01までは、タグ自体に見た目を変更できる機能が多く用意されていました。先ほ

どのフォントも、CSSを使わずに変更することができました。しかし HTML5では、様々な問

題から、見た目を変更する機能はほとんど CSSへ移行することにして、見た目をタグで変更

することは禁止されました。 

 これには、次のような理由があったからです。 

ここのフォントだけ大きくなった
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  たとえば、数十ページ以上ある Web サイトを作成していたとき、途中で見出しのデザイ

ンを少しだけ変更したいと思ったとします。HTML だけで Web ページを記述していると、す

べてのページの見出しを丹念に検索して変更していく必要があります。 

  しかし、文書の構造と見た目を分離する CSS を使った場合は、どうでしょうか。 

  CSS で見出しのデザインを定義しておけば、CSS の見出しを変更するだけで、すべての文

書の見出しが変わります。 

  また、CSS の部分は、別のファイルに分離することもできるので、このファイルを予めブ

ラウザが読み込んでおけば、利用しているページのレンダリングが速くなるといったメリッ

トもあります。  

  実は、Web ページのレイアウトについても、HTML5 では大きな変更があります。 

  HTML4.01 以前の Web ページでは、table タグを使って Web ページのレイアウトを整え

るものが多くありますが、本来 table タグは「表」を表現するためのタグであり、レイア

ウトのためのタグではありません。  

  もし、目の不自由なユーザーが音声読み上げソフトを使って Web ページを閲覧している

場合でも、入り組んだ table タグでは、正しい順番で再生することができません。  

  このようなユーザービリティの観点からも、HTML5 では文章と見た目を完全に分離して、 

見た目は CSS に記述するようになったのです。    

 

 CSSにも HTML同様にバージョンがあります。最新のバージョンは CSS3（一部、公開草案

として CSS4と呼ばれるバージョンもある）ですが、2011年 6月に勧告された CSS2.1以降

のバージョンについては、「CSS Color Module Level 3」「CSS Namespaces Module Level 

3」等モジュール単位で機能が追加され、それぞれ個別に勧告されるようになりました。 

 
HTML

CSS

 会社概要 

 採用情報 

 お問い合わせ

 事業紹介 

Web ページ 
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このように、複数存在する CSSのバージョンの中で、HTML5が利用する CSSは、CSS3以降

になります。 

 CSS3には、ブロックの角を丸くデザインしたり、文字に陰をつけたり、グラデーションを

表現できるなど、多くの新機能が追加されています。 

 本書では、この CSS3を 5章から学習します。  
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1.2.3 クライアントサイドスクリプト 

 動的な Web ページを作るには、Web サーバ側で HTML を生成するプログラムが必要になり

ます。このサーバ側で動作するプログラムを作成する言語を、「サーバサイドスクリプト」

と呼ぶことはすでに説明しました。 

 この「サーバサイドスクリプト」とは別に、HTML と一緒に記述して Web ページに動きや

処理を追加する「クライアントサイドスクリプト」と呼ばれる言語があります。 

 「クライアント」とは、サーバに対して命令を与える側のコンピュータやソフトウエアの

ことで、WWWでは「ブラウザ」がクライアントソフトの仲間になります。 

 つまり「クライアントサイド」とは、クライアントである「ブラウザ側」で動作するプロ

グラミング言語という意味になります。 

 クライアントサイドスクリプトには、いくつかの種類がありますが、HTML5と組み合わせ

るのは、「JavaScript
ジャバスクリプト

」と呼ばれる言語です。 

 JavaScriptは、「オブジェクト指向」という考え方を採用しているため、何か命令を実行

するときは、用意されている「オブジェクトの機能(メソッド)を呼び出す」必要があります。 

 この JavaScriptの仕様を決定しているのは、「European
ヨ ー ロ ピ ア ン

 Computer
コ ン ピ ュ ー タ

 Manufacturer
マ ニ ュ フ ァ ク チ ャ ー

 

Association
ア ソ シ エ ー シ ョ ン

」通称「ECMA
エ ク マ

」と呼ばれる標準化団体です。そして、現在多くのブラウザが採

用している JavaScriptは、「ECMAScript 6th エディション」と呼ばれる、2015年に作成

された言語仕様に基づいています。 

 また、実際に JavaScriptで利用できるオブジェクトや機能の集合を、JavaScriptの

「Application
ア プ リ ケ ー シ ョ ン

 Program
プログラミング

 Interface
インターフェイス

」、通称「API」と呼んでいます。HTML5では、専用の

APIが多数提供されています。 

 本書では、この JavaScriptを 6章から学習します。 

 

 

 

 

 

 

JavaScriptでできること  

 Ja 

検索ボタンを押す前に、入

力途中から検索結果を表

示する。 

Ja 

Java 

JavaScript

マウスの動作を検知して、

画像を切り換えたり移動

させたりする。 

地図
タイマー:00:00:59 

タイマーやインターバル

を利用して自動的に処理

を呼び出す。 

アニメーション   
検索 
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確認問題 
 
■確認問題 1.2 (1) 

HTML は、何によって文章に意味や役割といった情報を埋め込みますか。次の中から番号で

答えなさい。 

① タグ 

② 内容 

③ CSS 

④ JavaScript 

 

 

■確認問題 1.2 (2) 

HTML5 の特徴として、正しいものをすべて次の中から番号で答えなさい。 

① 「CSS3」や「JavaScript の API」を、仕様から分離することに成功した。 

② 同じページのまま Web サーバと通信できる。 

③ バックグラウンド処理ができない。 

④ マルチメディア再生ができる。 

 

 

■確認問題 1.2 (3) 

CSS の特徴として、正しいものをすべて次の中から番号で答えなさい。 

① CSS は、Web ページの文章とデザインを分離する。  

② CSS は、HTML ファイル内に記述することはできない。  

③ CSS は、別のファイルに分離することはできない。 

④ CSS では、tablet タグを使って Web ページのレイアウトを整える。 
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■確認問題 1.2 (4) 

ブラウザ側で動作するプログラミング言語を何と呼びますか。正しいものを番号で答えなさ 

い。 

① Java 言語  

② API  

③ サーバサイドスクリプト言語  

④ クライアントサイドスクリプト言語 

  

19

第1章　Webページの基本

第
１
章

第
１
章



- 20 - 
 

1.3 HTML ファイルの基本 
  Web サイトや Web ページの仕組みを理解するには、最初に HTML の構造を理解するのが早 

道です。ここでは、HTML の基本構造を学習します。 

 

1.3.1 HTML を勉強するための準備 

HTML を勉強するのに特別なツールは必要ありません。用意するのは「テキストエディタ」

と「ブラウザ」です。 

 テキストエディタは、文字コードに「UTF-8(BOMなし)」または「UTF-8N」が選択できる

テキストエディタを用意してください。 

ブラウザについては、「HTML5 対応ブラウザ」を用意します。Internet
インタ ーネット

 Explorer
エクス プローラ

(バー

ジョン 11 以上)や、Google
グ ー グ ル

 Chrome
ク ロ ー ム

、Safari
サ フ ァ リ

など、最新バージョンのブラウザであれば、

HTML5の仕様のほとんどに対応しています。 

 

 テキストエディタの準備ができたら、以下のように入力してみましょう。 

 

ファイル名：sample131_1.html 

<!DOCTYPE html> 
<html lang="ja"> 
  <head> 
    <meta charset="UTF-8"> 
    <title>HTML5演習</title> 
  </head> 
  <body> 
    <h1>初めてのHTML5</h1> 
    <p>HTML5は、最新のHTMLです。<br> 
    今後、Webページの主流になることは間違いないでしょう。</p> 
  </body> 
</html> 

 

 入力が完了したら、ファイル名を「sample131_1.html」にして保存します。 

 保存する場所(ディレクトリやフォルダ)は、自分が分かりやすい場所であれば何処でもか

まいません。本書では Windows 10 を使用しているので、C ドライブのルートに Sample フ

ォルダを作り保存しています。保存の際に注意する点としては、文字コードを「UTF-8」に
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すること、拡張子を「.html」にすることです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 保存できたら、ブラウザで表示します。ブラウザを起動したらアドレス欄に、保存した場

所とファイル名(パス)を入力します。Windowsならエクスプローラーなどで、ファイルを直

接ダブルクリックして開くこともできます。 

 

Internet Explorer 11で表示した例 
 
 上の図のように表示できれば、HTMLを勉強する準備は完了です。今後、本書で新たな機能

を紹介したときは、上記の手順で入力してブラウザで確認することができます。 

 

  

One Point 

 文字コードとは、コンピュータが文字を識別するために各文字に割り当てられる番号

やその対応関係のことです。 

 日本の文字コードには、ISO-2022-JP、EUC-JP、Shift_JIS、UTF-8などがあります。 

 たとえば、ブラウザが Shift_JISだと判断して表示した Webページの文字コードが、

実は UTF-8だった場合、文字とその番号が異なるため「文字化け」の状態になります。 
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1.3.2 DOCTYPE 宣言 

「HTML を勉強するための準備」で入力した HTML ファイルを見ると、先頭行に次のような 

記述があります。 

 

<!DOCTYPE html> 

 

 これを「DOCTYPE
ド ク タ イ プ

宣言」と呼び、この文書が HTML5で作成されていることを表します。 

 HTML5以前の HTML、たとえば HTML 4.01の DOCTYPE宣言は、以下のような記述でした。 

 

<!DOCTYPE HTML PUBLIC "-//W3C//DTD HTML 4.01 Transitional//EN" 

"http://www.w3.org/TR/html4/loose.dtd"> 

 

  上記の宣言には、HTML のバージョンやタグ定義が記述された文書を参照するための URL

といった情報が記載されていますが、HTML5 の DOCTYPE 宣言には必要ありません。 

  通常、DOCTYPE 宣言は記述しなくても Web ページは表示されます。しかし、宣言がない

場合、ブラウザが「互換モード」と呼ばれるモードで HTML を解釈して、CSS や JavaScript

の表示や挙動が異なる場合があります。ですから、DOCTYPE 宣言は必ず付けたほうがよいと

いえます。 

  

One Point 

  ブラウザが Web ページの HTML をレンダリングするとき、「標準モード」と「互換モ

ード」のどちらかを使います。  

  「標準モード」では公式の CSS 標準に準拠した形で HTML と CSS が解釈されます

が、「互換モード」ではそのブラウザが過去に定めていた独自のルールで HTML を解釈

します。  

  互換モードがブラウザに用意されている理由は、CSS が標準化される以前の Web ペ

ージが、現在でも利用されている場合があるためです。 
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1.3.3 HTML のタグ 

 HTML のタグには「開始タグ」と「終了タグ」があり、意味や役割といった情報を追加し

たい文章を、この 2つのタグで挟みます。この「開始タグ」から「終了タグ」までの部分を

「要素」、タグに挟まれている部分を「内容」と呼びます。 
 
 
<開始タグ> 情報を追加する文章 </終了タグ> 
 
 
 
開始タグの書き方は、まず半角記号「<」を書き、タグの名前(タグ名)を書きます。タグ名

も半角で記述します。文字は大文字小文字どちらでもかまいませんが、通常小文字で記述し

ます。開始タグは「>」で終了します。終了タグは「</」を記述してタグ名を書き「>」で終

了します。 

 それでは、もう一度、サンプルの「sample131_1.html」を見てみましょう。 

 

<!DOCTYPE html> 
<html lang="ja"> 
  <head> 
    <meta charset="UTF-8"> 
    <title>HTML5演習</title> 
  </head> 
  <body> 
    <h1>初めてのHTML5</h1> 
    <p>HTML5は、最新のHTMLです。<br> 
    今後、Webページの主流になることは間違いないでしょう。</p> 
   </body> 
</html> 

 

 この HTMLに登場する要素の意味は、次のようになります。 

 

 html要素 

 html要素は、このドキュメントが HTML文書であることを表します。<html> ～ </html>

は文書の「ルート」になります。「ルート」とは、「大元」とか「起源」「出身」といった意

味で、ここから HTML 文書の内容が始まります。html 要素の内容には、 head 要素と body

要素が各 1つ必要です。  

要素

内容
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 head要素 

 head
ヘ ッ ド

要素は、ヘッダー情報(このページの基本情報)を表します。ヘッダー情報には、「meta

要素」「title要素」などを含みます。 

 

 meta要素 

 meta
メ タ

要素は、そのページがどんな性質でどのような値かという情報を設定します。文章に何

か意味や役割を与えるものではないので、要素はタグだけを記述します。 

 このように開始タグ、終了タグの区別のない要素を「空要素」と呼び、「>」の前に/(スラッ

シュ)を記述します。ただし、HTML5では / を記述しなくても間違いではないため、本書では

空要素に / は記述していません。 

 

 title要素 

 title
タ イ ト ル

要素は、文章のタイトルを表します。通常、title 要素の内容は、ブラウザのタブや

タイトルバーに表示されます。 

 

 body要素 

 body
ボ デ ィ

要素は、ブラウザのウィンドウ内に表示されるコンテンツを表します。body 要素の内

容には、見出し、段落、表、フォームなど、コンテンツを形作る要素を記述します。 

 

 h1要素 

 見出しを付ける要素です。要素は、レベルによって<h1>から<h6>まであります。h1要素は、

一番上位のレベルになります。 

 

 p要素 

 p要素は、「段落」を表すために使います。したがって、段落以外の表現に使用すべきではあ

りません。たとえば、p要素の終了タグの後ろにはスペースが生じますが、改行したい場合は、

<br>タグを使うべきです。また、文章が段落ではなく「セクション(1.4 コンテンツ・モデル

で説明します)」として区切られると考える場合は、セクション関連のタグを使います。 
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 br要素 

 br要素は、改行を表します。したがって、レイアウトなど改行以外の表現に使用すべきでは

ありません。もし P 要素により段落の終端を表したのであれば、br 要素を入れなくても改行し

ます。レイアウトには、CSSを使います。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1.3.4 HTML の属性 

 HTMLのタグには、「属性」のあるものがあります。属性とは、タグに追加する補足情報の

ことです。属性は「属性名」と「属性値」で構成されます。 

 属性の書き方は、属性名を記述し、「= (イコール)」と属性値を記述します。属性値は「"(ダ

ブルクォーテーション)」で囲みます。属性値以外は、すべて半角で記述します。 

 
属性名="属性値" 
 
 属性をタグに指定するには、タグ名の後ろに半角スペースを記述して、属性を追加します。 
 
<タグ名 属性="属性値"> 情報を追加する文章 </タグ名> 
 
 属性を複数指定する場合は、半角のスペースを入れ次の属性を記述します。 
 
<タグ名 属性 1="属性値 1" 属性 2="属性値 2" ・・・> 情報を追加する文章 </タグ名> 

One Point 

 要素同士には、「親子関係」や「兄弟関係」があります。 

 たとえば、ある要素の内容として別の要素が含まれる場合、それぞれの要素は親子関

係にあると言います。 

 sample131_1.html を例にすると、html 要素の内容をとして head 要素、body 要素

があることがわかります。この head 要素や body 要素から見ると、html 要素は「親要

素」であり、html 要素から見た head 要素と body 要素は「子要素」です。そして、両

者の関係を「親子関係」と呼びます。 

 また、head要素と body要素は、同じレベルの html要素の子要素であることから「兄

弟関係にある」と言います。 
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 ここですべての属性を紹介することはできないので、「sample131_1.html」で登場した属

性を紹介します。 

 

 lang属性 

例：<html lang="ja"> 

 lang
ラ ン グ

属性は、文章がどの言語で記述されているかを指定します。「ja」は日本語です。そ

の他に「en」英語、「zh」中国語、「ko」韓国語、「de」ドイツ語など多数あります。 

 

 charset属性 

例：<meta charset="UTF-8"> 

 charset
キ ャ ラ セ ッ ト

属性は、このページの文字コード情報を表します。指定できる文字コードには

「UTF-8」以外にも、「Shift_JIS」や「EUC-JP」などがありますが、HTML5 では文字コー

ドに「UTF-8」を強く推奨しています。 

 注意する点としては、charset 属性で「UTF-8」を指定したのであれば、エディタでその

ファイルを保存するときに、文字コードを「UTF-8」にしなければいけません。 

 

 その他の属性については、その都度必要に応じて紹介していきます。すぐにどのような属

性があるのか知りたいときは、付録を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

  One Point 

 HTMLの属性には、ほとんどのタグに用意された共通の属性があります。この属性のこ

とを「グローバル属性」と呼んでいます。 

 グローバル属性には、要素に対して識別子となる ID を設定する「id 属性」や、CSS

で利用する class属性などがあります。 

One Point 

 以前の HTML では、表示位置を制御するために align 属性が使用されてきましたが、

HTML5では廃止されています。要素の表示位置は CSSで指定します。 
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確認問題 
 
■確認問題 1.3 (1) 

以下のツールの中で、HTML ファイルを作成するのに最も適したツールはどれですか。番号

で答えなさい。 

① ブラウザ 

② メールソフト 

③ テキストエディタ 

④ 紙と鉛筆 
■確認問題 1.3 (2) 

次の文章の空欄部分に当てはまる言葉を語句の中から選び、記号で答えなさい。 

HTML のタグは、最初に「  ①  」、「  ②  」、「  ③  」の順で記述します。この「  ①  」

から「  ③  」までの部分を「  ④  」と呼びます。 

語句  

ア. 要素 

イ. 開始タグ 

ウ. 終了タグ 

エ. 情報を追加する文章 

■確認問題 1.3 (3) 

次の文章の空欄部分に当てはまる言葉を語句の中から選び、記号で答えなさい。 

HTML のタグには、「属性」のあるものがあります。属性とは、タグに追加する補足情報です。 

属性は「  ①  」と「  ②  」で構成されます。  

属性の書き方は、  ①  を記述し、「=」と  ②  を記述します。  ②  は「  ③  」で囲み 

ます。 

語句  

ア. 半角スペース 

イ. 属性名 

ウ. ダブルクォーテーション 

エ. 属性値   
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